
数学 中 3 復習プリント「式の展開の利用」30 問
組 番 氏名：

【P1】数の計算への利用１：平方の公式（Q1～Q6）
展開の公式 (x± a)2 = x2 ± 2ax+ a2 を利用して、次の計

算をしなさい（途中式も書くこと）。

1. 1012

2. 992

3. 2022

4. 1982

5. 50.32

6. 9.92

【P2】数の計算への利用２：和と差の積（Q7～Q12）
展開の公式 (x + a)(x − a) = x2 − a2 などを利用して、次

の計算をしなさい（途中式も書くこと）。

7. 102× 98

8. 53× 47

9. 205× 195

10. 7.6× 8.4

11. 103× 104

12. 98× 95

【P3】式の値への利用（Q13～Q18）
次の問いに答えなさい。

13. x = 13 のとき、 (x+ 2)(x− 5)− (x− 3)(x− 4) の値
を求めよ。

14. x = 24 のとき、 (x− 3)2 + 6(x− 3) の値を求めよ。
15. x = 5.25, y = 4.75 のとき、 (x+ y)2 − 4xy の値を求
めよ。

16. x = 97 のとき、 x2 + 6x+ 9 の値を求めよ。
17. a = 36, b = −16 のとき、 (a+2b)(a− 2b)− (a− 2b)2

の値を求めよ。
18. x+ y = 6, xy = 4 のとき、 x2 + y2 の値を求めよ。

【P4】図形への利用・規則性（Q19～Q24）
次の問いに答えなさい。

19. 1辺の長さが xcm の正方形がある。この正方形の縦を
3cm 長くし、横を 3cm 短くしてできる長方形の面積
は、もとの正方形の面積より何 cm2 小さくなるか。

20. 1 辺の長さが am の正方形の土地の周囲に、幅 bm の
道がついている。この道の面積を Sm2 とするとき、S

を a, b の式で表せ。
21. 半径 rcm の円がある。この円の半径を 2cm 長くした
とき、面積はもとの円より何 cm2 大きくなるか（円周
率は π とする）。

22. 連続する 2つの偶数を小さい方から 2n, 2n+ 2 （nは
整数）と表すとき、この 2つの偶数の積に 1 を足した
式を展開・整理せよ。

23. 22番の結果から、連続する 2つの偶数の積に 1 を足し
た数は、どのような数になるといえるか説明せよ。

24. 連続する 3 つの整数において、中央の数の 2 乗から、
残りの 2つの数の積を引いた値は常にいくつになるか、
文字式を展開して求めよ。

【P5】証明の基礎・説明（Q25～Q30）
文字式の展開を利用した証明の空欄を埋めなさい、または

問いに答えなさい。

25.「連続する 2 つの奇数の 2 乗の差は、8 の倍数である」
ことを説明するため、連続する 2つの奇数を整数 n を
使って 2n − 1, 2n + 1 とおく。大きい方の 2乗から小
さい方の 2乗を引く式を立てよ。

26. 25番の式を展開して整理した形を答えよ。
27. 26 番の結果から、なぜ「8 の倍数」といえるのか理由
を簡潔に説明せよ。

28.「5 の倍数である連続する 2 つの整数の 2 乗の差は、
どんな数の倍数になるか」を考える。この 2 つの数を
5n, 5n+ 5 （nは整数）とおいて、2乗の差（大きい方
ひく小さい方）を計算し、整理せよ。

29. 28番の結果から、これはどんな数の倍数になるといえ
るか答えよ。

30. 2桁の正の整数において、十の位の数を a、一の位の数
を b とするとき、この 2桁の整数を文字式で表せ。



【解答と解説】

【P1】数の計算への利用１：平方の公式
キリのいい数（100や 200など）を基準にして、(100 + 1)2 などの形に変形して展開公式を適用します。

1. (100 + 1)2 = 1002 + 2× 100× 1 + 12 = 10000 + 200 + 1 = 10201

2. (100− 1)2 = 1002 − 2× 100× 1 + 12 = 10000− 200 + 1 = 9801

3. (200 + 2)2 = 2002 + 2× 200× 2 + 22 = 40000 + 800 + 4 = 40804

4. (200− 2)2 = 2002 − 2× 200× 2 + 22 = 40000− 800 + 4 = 39204

5. (50 + 0.3)2 = 502 + 2× 50× 0.3 + 0.32 = 2500 + 30 + 0.09 = 2530.09

6. (10− 0.1)2 = 102 − 2× 10× 0.1 + 0.12 = 100− 2 + 0.01 = 98.01

【P2】数の計算への利用２：和と差の積
2つの数の中央にあるキリのいい数を見つけ、(x+ a)(x− a) = x2 − a2 を利用します。

7. (100 + 2)(100− 2) = 1002 − 22 = 10000− 4 = 9996

8. (50 + 3)(50− 3) = 502 − 32 = 2500− 9 = 2491

9. (200 + 5)(200− 5) = 2002 − 52 = 40000− 25 = 39975

10. (8− 0.4)(8 + 0.4) = 82 − 0.42 = 64− 0.16 = 63.84

11. (100 + 3)(100 + 4) = 1002 + (3 + 4)× 100 + 3× 4 = 10000 + 700 + 12 = 10712

12. (100− 2)(100− 5) = 1002 + (−2− 5)× 100 + (−2)× (−5) = 10000− 700 + 10 = 9310

【P3】式の値への利用
与えられた文字の値をそのまま代入すると計算が大変になります。必ず「式を展開して整理してから代入」します。

13. 展開：(x2 − 3x− 10)− (x2 − 7x+ 12) = 4x− 22。
x = 13 を代入：4× 13− 22 = 52− 22 = 30

14. 展開：x2 − 6x+ 9 + 6x− 18 = x2 − 9。
x = 24 を代入：242 − 9 = 576− 9 = 567

15. 展開：x2 + 2xy + y2 − 4xy = x2 − 2xy + y2 = (x− y)2。
代入：(5.25− 4.75)2 = 0.52 = 0.25

16. 因数分解の公式の逆（または平方の展開の逆）：x2 + 6x+ 9 = (x+ 3)2。
x = 97 を代入：(97 + 3)2 = 1002 = 10000

17. 展開：(a2 − 4b2)− (a2 − 4ab+ 4b2) = 4ab− 8b2。
代入：4× 36× (−16)− 8× (−16)2 = −2304− 2048 = −4352

18. 公式の変形：x2 + y2 = (x+ y)2 − 2xy。
代入：62 − 2× 4 = 36− 8 = 28

【P4】図形への利用・規則性
文章題を文字式に表し、展開公式を使ってスッキリした形にまとめます。

19. 長方形の面積は (x+ 3)(x− 3) = x2 − 9。もとの正方形 x2 と比べると、 9cm2小さくなる
20. 全体の正方形の 1辺は (a+ 2b)m。道の面積 S = (a+ 2b)2 − a2 = a2 + 4ab+ 4b2 − a2 = 4ab+ 4b2（m

2）
21. 新しい円の面積は π(r + 2)2 = π(r2 + 4r + 4)。ここから πr2 を引くと、 (4πr+ 4π)cm2大きくなる
22. 式を立てて展開：2n(2n+ 2) + 1 = 4n2 + 4n+ 1 = (2n+ 1)2

23. 2n+ 1 は奇数なので、その 2乗となる。よって、「奇数の 2乗になる」といえる。



24. 連続する 3つの整数を n− 1, n, n+ 1 とする。
式：n2 − (n− 1)(n+ 1) = n2 − (n2 − 1) = n2 − n2 + 1 = 1

【P5】証明の基礎・説明
証明問題の記述のベースとなる、式の組み立てと展開・整理のステップです。

25. (2n+ 1)2 − (2n− 1)2

26. (4n2 + 4n+ 1)− (4n2 − 4n+ 1) = 8n

27. n は整数なので、 **8n は 8に整数を掛けた数となり、必ず 8の倍数になるから。**

28. (5n+ 5)2 − (5n)2 = (25n2 + 50n+ 25)− 25n2 = 50n+ 25

29. 50n+ 25 = 25(2n+ 1) と変形できるため、 25の倍数 （または 5の倍数、25の奇数倍）
30. 十の位が a、一の位が b なので、 10a+ b （ab と書くと掛け算になってしまうため間違いです）


